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〔主な内容〕

●特集・防災（地震） （P2～4）
●国勢調査が始まります （P6）
●内灘の夏の思い出 （P8～9）
●JAPAN TENT （P10）
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わが国では、1995年（平成７年）１月の阪神・淡路大震災を契機に、地震に対す
る関心や災害への備えの重要性など、人々の防災意識は非常に高まりました。と
ころが、それからわずか２年後の調査によると、すでに意識の低下が起きてお
り、家庭における備えなど、防災への実際の取組みが依然遅れていることが
わかりました。
地震の発生を防ぐことはできませんが、起こった場合に少しでもその
被害を少なくすることはできるはずです。みなさん一人ひとりが家庭
でも、職場でも「もし災害が発生したら」というイメージトレーニ
ングを行い、“いざ”というときに迅速かつ的確な行動が取れる
よう日頃から心がけておきましょう。
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①  地震に備えて（家の中、周囲の安全チェック！）�
室内にも家の周囲にも危険はたくさんあります。ひとつひとつなくしていきましょう。�

家の周囲は注意深く点検し、落下や転倒の危険を取り除き、火災の発生を防ぎましょう。�

家　具�
□背の高いもの、大型のものは
しっかりと固定されているか�
□上に重いものや壊れやすいも
のを置いてないか�
□棚類は中のものが飛び出さな
いような工夫がしてあるか�
�
部　屋�
□天井の照明は落下しないよう
固定されているか�
□テレビを高いところに置いて
いないか�
�
玄関・廊下�
□避難の妨げになるようなもの
を置いていないか�
□家具など倒れやすいものを置
いていないか�
�
窓�
□飛散防止対策は施されている
か　　�
�
防火・消火用具�
□暖房器具に耐震自動消火装置
がついているか。周囲に燃え
やすいものを置いていないか�
□コンロは安全装置つきのもの
を使用しているか�
□カーテンは防災加工が施され
ているか�
□消火器は設置されているか�
　（使用期限切れのものは交換
を！）�

□スプリンクラーや自動消火装
置は設置されているか�

外　壁�
□ひび割れはないか�
□プロパンガスのボンベは鎖で
しっかりと固定されているか�
�
屋　根�
□不安定な屋根がわらはないか�
□アンテナはしっかりと固定さ
れているか�
�
ベランダ�
□落ちる危険がある場所に植木
鉢などものを置いていないか�
�
ブロック塀・門柱�
□土の中にもしっかりとした基
礎部分があるか�
□鉄筋は入っているか�
□ひび割れや、鉄筋のさびはな
いか�
�
通　路�
□通行の妨げになるものを置い
ていないか�
□古新聞や布切れなどを放置し
ていないか（放火による火災
の原因となり得る）�
�

�
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②  地震発生時の行動マニュアル�
�
時
間
の
流
れ�

と
る
べ
き
行
動�

最初の大きな揺れ�
は約１分間�

地震発生�

揺れが�
おさまったら�

1～2分�

ラジオなどで�
正しい情報を収集�
�

5分�

協力して消火活動�
救出救護活動を�
�

10分～�3分�

●まず身を守る�
　机の下などへ�
●すばやく火の始末�
　ガスの元栓、コン
セント�
●非常脱出口の確保�
　ドア、窓を開ける�
�

●火元を確認�
　火が出たら、落ち着い
て初期消火�
●家族の安全を確認�
　倒れた家具の下敷きに
なっていないかを確認�
●靴をはく�
　家の中はガラスの破片
が散乱�
　靴や厚手のスリッパを
はく�
●避難するときは、屋根
がわら、ブロック塀、
自動販売機等に注意�
�

●隣近所で助け合う�
　災害弱者の安全確保
や初期消火�
●行方不明者はいない
か�
●けが人はいないか�
●ろう電、ガスもれに
注意�
　ガスの元栓、電気ブ
レーカを切る�
●余震に注意�

�
●大声で知らせる�
●消火器を使う�
●バケツリレー�
　風呂の水はため置き
をする�
●救出、救護を�
�
�
●防災機関、自主防災
組織の情報を確認�
●デマにまどわされな
いように�

●水、食糧はたくわえ
ているものでまかな
う�
　３日間の飲料水と食
糧の備蓄をしておく�
●災害情報、被害情報
の収集�
●助け合いの心が大切�
�

�火災が発生したら�

正 し い 情 報 を �

みんなの無事を確認�
火災の発生を防ぐ�

�

家 
の 

中�

●揺れを感じたら、テーブル
などの下に隠れ、身を守る
（余裕がなければ、手近の
座布団などで頭を保護す
る）。�

●火の始末はすみやかに（コ
ンセントやガスの元栓の
処置も忘れずに）。�
�

●乳幼児や病人、高齢者など
災害弱者の安全の確保を。�

�
●裸足で歩き回らない（ガラ
スの破片などでケガをす
る）。�

集
合
住
宅
／
エ
レ
ベ
ー
タ
ー�

●避難にエレベーターは
絶対使わない。炎と煙
に巻き込まれないよう
に階段を使って避難す
る。�

●
ド
ア
や
窓
を
開
け
て

避
難
口
を
確
保
す
る
。�

デ
パ
ー
ト
・
ス
ー
パ
ー�

●カバンなどで頭を保護し、ショ
ーウインドウや商品などから
離れる。柱や壁ぎわに身を寄
せ、係員の指示を聞き、落ち着
いた行動を。�

路
　
　
上�

●その場に立ち止まらず、窓ガラ
ス、看板などの落下物から頭を
カバンなどで保護して、空き地
や公園などに避難する。�

●近くに空き地などのないとき
は、周囲の状況を冷静に判断
して、建物から離れた安全性
の高い場所へ移動する。�

●ブロック塀や自動販
売機などには近づか
ない。�

●倒れそうな電柱や垂
れ下がった電線に注
意�

電
車
な
ど
の
車
内�

●つり革や手すりに両手
でしっかりつかまる。�

●途中で止まっても、非
常コックを開けて勝手
に車外へ出たり、窓か
ら飛び降りたりしない。�

●乗務員の指示に従って
落ち着いた行動を。�

車
を
運
転
中�

●ハンドルを�
　しっかりと�
　握り、徐々�
　にスピード�
　を落とし、�
　道路の左側�
　に止め、エンジンを切る。�

●揺れがおさまるまで冷静に周囲の
状況を確認して、カーラジオで情
報を収集する。�

●避難が必要なときは、キーをつけ
たまま、ドアロックもしない。車
検証などの貴重品を忘れずに持ち
出し、徒歩で避難を。�

屋
内�

屋
外�
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貴重品
□現金、預貯金通帳、印かん、免許証、権利証書、健康保険証　など

非常食品
□カンパン・缶詰・栄養補助食品（調理せずにそのまま食
べられるものがよい）
□ミネラルウォーター（缶やペットボトル入りのもの）
□水筒、プラスチックか紙製の皿・コップ、割りばし、缶切り、栓抜き
□乳幼児、高齢者、病人向けの食品（必要に応じて用意）など

応急医薬品
□ばんそうこう、包帯
□消毒薬、傷薬、胃腸薬、鎮痛剤、解熱剤、目薬、常備薬　など

生活用品
□衣類（下着、上着、靴下など）
□タオル、ティッシュペーパー、ウェットティッシュ
□軍手、雨具、ライター、ビニール袋
□生理用品、紙おむつ　など

その他
□携帯ラジオ、懐中電灯（できれば、一人にひとつ）
□予備の電池（多めに用意しておく）

非常食品
□飲料水（一人１日３リットルを目安に）
□カンパン、缶詰やレトルトのおかず・ごはん、アルファ
米、栄養補助食品、ドライフード、インスタント食品、
梅干し　など
□菓子類（チョコレート、アメなど）、調味料類

燃　料
□卓上コンロ、携帯コンロ、固形燃料、予備のガスボンベ

生活用品
□毛布、寝袋、なべ、やかん、ポリタンク、バケツ　など
□洗面用具、ドライシャンプー、トイレットペーパー

生活用水
□風呂、洗濯機などへの水のくみ置き

その他
□キッチン用ラップ、使い捨てカイロ、ビニールシート、新聞紙
□ろうそく、さらし、ロープ、布製のガムテープ
□バール、スコップなどの工具

避難する時に、まず最初に持ち出すべきもの。リュッ
クサックなどにひとまとめにして、すぐに持ち出せる
ようにしておく。

災害復旧までの数日間（最低３日分）を自足するための
もの。非常時でも取り出しやすい場所に保管しておく。

③ 非常持出品と備蓄品について
いざという時、すぐに持ち出せるように日頃から準備しておき、使用する時に支障がないよう定期的に点検し

ましょう。

非 常 持 出 品 非 常 備 蓄 品

災害は忘れたころにやってくる。地震は特にそう
やね。最近は石川県沖でも頻繁に地震が起きて内灘
も何度か揺れとるけれども。
古い文献に、200年ほど前に森本の火山層による
大きな地震があって、黒津船の神社付近の集落が壊
滅したということが書いてあるそうや。またいつ、
何どきあんな大きな地震がやってくるかわからんか
ら怖いんや。
町でも、阪神淡路の大震災を教訓にしようと、現
地を視察して、いろいろな対策を施してきました。
地震を起こさないことはできないけれども、発生し
た場合にいかにして町民の命、財産を守るか、いか
に被害を最小限にとどめるかが問題やからね。何に

もまして緊急にアクションをおこせるというのが一
番大切なことやから、防災対策本部の連絡網もきち
んとして、ハード面では総合公園の海賊船の土台地
下部分を災害時に必要な物品と飲料水の備蓄倉庫に
仕立ててある。
その他にも町としてはできる限りの用意をしてお
るんやけども、一番大切なのは、実は町民の皆さん
一人ひとりの意識です。普段からの訓練がないと、
いざというときにすぐに身体を動かすことができん
からね。なるべく早く全ての地区に自主防災組織を
作って、常に「もしも」の時のためのシュミレーシ
ョンをしておいて欲しいと思うんや。それが自分の
命を守る、一番太い命綱やからね。

町
長
さ
ん
か
ら
ち
ょ
っ
と
一
言
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救
急
医
療
週
間

九
月
四
日（
月
）〜
九
月
十
日（
日
）

も
し
、
急
に
胸
が
痛
く
な
り
、
意

識
が
な
く
な
っ
て
、
心
臓
が
止
ま
っ

た
ら
・・・・・・
。

も
し
、
食
事
が
の
ど
に
詰
ま
り
、

苦
し
み
、
あ
え
ぎ
、
呼
吸
が
止
ま
っ

た
ら
・・・・・・
。

救
命
曲
線
に
よ
る
と
、
呼
吸
停
止

二
分
後
に
人
工
呼
吸
を
始
め
る
と
九

〇
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
の
確
率
で
生

命
を
救
え
ま
す
が
、
三
分
後
は
七
五

パ
ー
セ
ン
ト
、
四
分
後
は
五
〇
パ
ー

セ
ン
ト
、
そ
し
て
五
分
後
は
二
五
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
十
分
後
に
は
も

う
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
近
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
時
間
が
た
て
ば
た
つ

ほ
ど
生
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
す
。

救
急
車
が
一
一
九
番
通
報
を
受
け

て
か
ら
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
時

間
は
平
均
で
五
〜
六
分
で
す
。

し
か
し
、
脳
が
酸
素
な
し
で
生
き

て
い
ら
れ
る
の
は
三
〜
四
分
、
呼
吸

が
止
ま
っ
た
人
を
救
急
車
が
来
る
ま

で
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
の
で
は
、

か
り
に
生
命
を
救
え
た
と
し
て
も
元

の
社
会
生
活
が
で
き
る
ま
で
回
復
さ

せ
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
と
な
り
ま

す
。こ

の
救
急
車
が
到
着
す
る
五
〜
六

分
の
空
白
を
埋
め
る
の
が
ご
家
族
の

皆
様
で
す
。

特
に
、
心
臓
病
や
喘
息
の
持
病
を

持
っ
て
い
る
人
が
ご
家
族
の
中
に
お

い
で
る
方
、
是
非
、
救
命
講
習
を
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
消
防
本
部
救
急
係

☎
２
８
６
―
３
３
０
１

七
月
二
十
九
日
（
土
）
内
灘
町
消

防
本
部
に
お
い
て
、
防
火
に
尽
く
し

た
二
ク
ラ
ブ
に
優
良
表
彰
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
の
は
、
鶴
ヶ
丘
東

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
と
大
根
布
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
で
、
船
本
会
長
（
町
消
防

長
）
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
、「
み
な
さ
ん
の
地
道
な
活
動

が
大
変
に
役
立
っ
て
お
り
、
今
後
も

活
動
を
続
け
ら
れ
防
火
思
想
の
普
及

を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
激
励
。

両
ク
ラ
ブ
員
と
も
更
な
る
「
火
の
用

心
」
を
誓
い
ま
し
た
。

内
灘
町
か
ら
火
災
、
救
急
等
の
現

場
に
い
る
通
報
者
が
携
帯
電
話
で
119

番
通
報
し
た
場
合
は
、
金
沢
市
消
防

本
部
に
接
続
さ
れ
災
害
現
場
を
確
認

し
た
う
え
で
内
灘
町
消
防
本
部
に
転

送
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
災
害
発
生
の
通
報
は
で
き

る
だ
け
、
確
実
に
接
続
さ
れ
る
一
般

電
話
か
ら
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

携
帯
電
話
で
の
通
報
は
、
移
動
時

の
音
声
の
と
ぎ
れ
や
一
部
の
不
感
地

帯
に
よ
る
切
断
等
に
よ
り
発
生
場
所

の
特
定
に
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、緊
急
通
報
の
場
合
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
お
掛
け
く
だ

さ
い
。

一
、
車
両
を
止
め
て
通
報
す
る
。

二
、
火
災
か
救
急
か
を
伝
え
、
正
確

な
所
在
地
や
近
く
の
目
標
物
を

く
わ
し
く
伝
え
る
。

三
、
自
分
の
通
報
し
て
い
る
携
帯
電

話
の
番
号
を
は
っ
き
り
伝
え
る
。

県
内
で
は
、
昨
年
に
比
べ
て
、
夜

間
の
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
秋
は
涼
し
く
な
り
、
活
動
し
や

す
く
な
る
反
面
、
日
没
が
早
く
な
る

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
夕

方
は
、
目
が
暗
闇
に
な
れ
て
い
な
い

た
め
、
視
力
が
落
ち
て
い
て
危
険
で

す
。
見
通
し
の
良
い
道
路
で
も
十
分

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

携
帯
電
話
か
ら
の
１１９
番
通
報
は

金
沢
市
消
防
本
部
に
接
続
さ
れ
ま
す

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

九
月
二
十
一
日（
木
）〜
九
月
三
十
日（
土
）

緊急時の通報

火災・救急・救助は

119番
火災等情報案内 286-1999
消防署一般電話 286-3301

消
防
だ
よ
り

九
月
九
日
は
救
急
の
日

100�
（％）� 90％�

75％�

50�
％�
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調
査
員
は�

ど
ん
な
人
な
の
？�

　
　
調
査
票
を
配
布
、
回
収
す
る
国
勢
調
査
員
は
、
市
区
町

村
長
の
推
薦
に
よ
り
総
務
庁
長
官
が
任
命
す
る
非
常
勤
の
国

家
公
務
員
で
す
。
一
人
当
た
り
約
五
十
世
帯
を
受
け
持
ち
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
住
ま
い
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
、

夜
間
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

ど
う
し
て
も�

答
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
？�

　
　
も
し
も
、
調
査
票
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
り
正
し
い
申

告
が
さ
れ
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
誤
っ
た
統
計
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
「
統
計
法
」
と

い
う
法
律
で
、
申
告
義
務
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
国
勢
調
査
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
義
務
の

一
つ
な
の
で
す
。�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は�

守
ら
れ
る
の
？�

　
　
調
査
を
す
る
人
が
、
調
査
の
結
果
を
他
人
に
も
ら
し
た

り
、
統
計
を
つ
く
る
目
的
以
外
に
調
査
票
を
使
っ
た
り
す
る

こ
と
は
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ�

て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
査
票
は�

外
部
の
人
の
目
に
ふ
れ
な
い
よ�

う
厳
重
に
保
管
さ
れ
、
集
計
後�

は
す
べ
て
溶
か
し
て
再
生
紙
と�

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
調�

査
票
に
書
か
れ
た
こ
と
が
も
れ�

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご�

安
心
く
だ
さ
い
。�

2000.9.5.（6）

国

勢

調

査

新
世
紀
の
暮
ら
し
の
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す

国
勢
調
査
は
、
単
に
人
口
な
ど
を

調
べ
る
た
め
に
だ
け
行
わ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。調
査
の
結
果
は
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
た

め
の
貴
重
な
基
礎
資
料
に
な
り
ま

す
。例

え
ば
、
い
ま
日
本
は
、
少
子
化

や
高
齢
化
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
少
子
・
高
齢
社

会
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
、

福
祉
、
交
通
、
雇
用
面
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
の
対
策
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
こ

う
し
た
私
た
ち
の
将
来
の
生
活
を
支

え
る
た
め
の
デ
ー
タ
に
な
る
も
の
な

の
で
す
。

調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
う
か
が
い
ま
す

ま
ず
、
九
月
の
下
旬
に
調
査
員
が

皆
さ
ん
の
お
宅
に
お
う
か
が
い
し
、

世
帯
ご
と
に
調
査
票
を
お
配
り
し
ま

す
。
調
査
票
が
届
い
た
ら
、「
調
査

票
の
記
入
の
し
か
た
」
を
よ
く
読
ん

で
、
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
を
も
れ

な
く
記
入
し
ま
す
。

ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
と
は
、
十

月
一
日
現
在
、
日
本
に
、
①
す
で
に

三
か
月
以
上
住
ん
で
い
る
人
、
②
十

月
一
日
の
前
後
を
通
じ
て
三
か
月
以

上
住
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
人
、
を

い
い
ま
す
。

調
査
す
る
内
容
は
、
世
帯
全
員
の

男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
就
業
状

態
、
通
勤
・
通
学
地
、
住
居
の
種
類

な
ど
、
全
部
で
二
十
二
項
目
で
す
。

調
査
票
は
「
マ
ー
ク
・
数
字
記
入

方
式
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す

る
項
目
の
下
に
付
け
ら
れ
た
　
印
を

黒
鉛
筆
で
　
の
よ
う
に
塗
り
つ
ぶ
し

た
り
、
数
字
を
記
入
し
た
り
し
て
回

答
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
集
計
は

機
械
に
か
け
て
行
い
ま
す
の
で
、
調

査
票
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

記
入
さ
れ
た
内
容
は
、
統
計
法
に

よ
っ
て
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す
。
他
に

も
れ
た
り
、
統
計
を
作
成
す
る
以
外

の
目
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
票
は
、
調
査
員
が
受
け
取
り

に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。
記
入
に
関

し
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

調
査
員
に
遠
慮
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。二

十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど

の
た
め
に
、
十
月
一
日
の
あ
な
た
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

国勢調査　新たな世紀の基礎づくり�

あ
な
た
の
調
査
票
に
は

日
本
の
大
切
な
未
来
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

十
月
一
日
は
、
国
勢
調
査
の
日
で
す
。

日
本
に
住
む
一
人
と
し
て
、
地
球
人
と
し
て
の
自
己
申
告
を

十
月
一
日
、
国
勢
調
査
が
全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
が

対
象
に
な
る
大
規
模
な
統
計
調
査
。

特
に
今
回
は
、
間
近
に
迫
っ
た
二
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
基
礎
資

料
を
得
る
た
め
の
大
切
な
調
査
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
調
整
課
　
☎
２
８
６
―
６
７
２
３



平
成
十
二
年
九

月
三
十
日（
土
）か

ら
四
日
間
に
わ
た

り
「
第
十
三
回
全

国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祭
」
が
石
川
県
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
内
灘
町
で
は
、
十
月
一
日（
日
）に
協
賛
事
業
と

し
て
、
”第
四
回
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
北
陸
大
会
“

が
内
灘
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
す
（
午
前
十
時
開
会

式
・
十
時
半
競
技
開
始
）。

「
ス
ポ
チ
ャ
ン
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
と
は
、
自
由
奔
放
に
神
社
の
境

内
や
野
山
を
駆
け
回
っ
て
遊
ん
だ
「
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご

っ
こ
」
に
新
し
い
用
具
を
作
り
、
安
全
で
公
平
、
そ

し
て
自
由
に
で
き
る
よ
う
に
改
良
し
た
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。竹

刀
し

な

い

の
代
わ
り
に
「
エ
ア
ー
ソ
フ
ト
」
と
呼
ば
れ

る
柔
ら
か
い
剣
状
の
棒
と
、
頭
部
、
顔
面
を
保
護
す

る
た
め
の
面
を
用
い
、
一
対
一
の
「
対
戦
」
や
二
対

三
な
ど
の
同
人
数
で
は
な
い
「
乱
戦
」
が
あ
り
ま
す
。

本
格
的
な
「
ス
ポ
チ
ャ
ン
」
を
、
会
場
に
足
を
運

ん
で
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
！当

日
は
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
あ
り
ま
す
の

で
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
十
時
半
〜
十
二
時
）

問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
２
８
６
―
６
７
１
６
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ス

ポ

ー

ツ

第
五
十
二
回
石
川
県
民
体
育
大
会

は
、
八
月
五
日
と
六
日
（
一
部
冬
季
、

七
月
三
十
一
日
）
の
両
日
、
輪
島
市

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

内
灘
町
か
ら
は
、
約
四
百
五
十
名

の
選
手
・
役
員
を
奥
能
登
へ
送
り
出

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
、

総
合
順
位
は
昨
年
を
下
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
開
会
式
の
席
上
、
永
年
の

体
育
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
県
下
九
十

四
名
の
方
々
に
石
川
県
体
育
協
会
功

労
者
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

◎
石
川
県
体
育
協
会
功
労
者
表
彰

（
内
灘
町
関
係
分
）

・
中
居
　
敬た

か

志し

さ
ん
（
野
球
・
宮
坂
）

◎
二
部
総
合
成
績
（
三
十
三
町
村
）

◎
内
灘
町
競
技
別
上
位
成
績

第
１
位

男
子：

空
手
道
・
柔
道
・
自
転

車
・
綱
引

第
２
位

男
子：

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル

女
子：

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
ゴ
ル
フ

第
３
位

男
子：
テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
・
サ
ッ
カ
ー
・
剣
道

女
子：

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

お
し
く
も
準
優
勝
に
終
わ
っ
た

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▼

石
川
県
青
年
大
会
開
催

第
五
十
三
回
石
川
県
青
年
大
会
が
七
月
十
五
日
、
十
六
日

羽
咋
市
を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
軟
式
野
球
、
そ
し
て
河
北
郡
青
年
団
協
議
会

と
し
て
、
相
撲
の
二
種
目
に
参
加
し
、
県
内
の
若
者
た
ち
と

技
を
競
い
合
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

相
撲
は
見
事
優
勝
、
軟
式
野
球
は
第
三
位
、
内
灘
町
か
ら

は
相
撲
競
技
の
代
表
と
し
て
左
記
の
五
名
の
方
が
十
一
月
十

日
よ
り
東
京
で
開
催
さ
れ
る
第
四
十
九
回
全
国
青
年
大
会
石

川
県
代
表
に
選
出
さ
れ
ま
す
。

〈
監
　
督
〉
井
上

い
の
う
え

恵け
い

二じ

さ
ん

〈
コ
ー
チ
〉
吉
倉

よ
し
く
ら

満
み
つ
る

さ
ん

〈
選
　
手
〉
佐さ

藤と
う

秀
嗣

ひ
で
つ
ぐ

さ
ん
・
山
本

や
ま
も
と

弥
広

や
す
ひ
ろ

さ
ん

〈
選
　
手
〉
山
上

や
ま
が
み

啓
明

ひ
ろ
あ
き

さ
ん
・
浅あ

さ

田だ

康
洋

や
す
ひ
ろ

さ
ん

第
五
十
三
回

優
　
勝

準
優
勝

第
３
位

第
４
位

第
５
位

第
６
位

男
子
の
部

津
幡
町

616.5

野
々
市
町
596.0

鶴
来
町

584.0

辰
口
町

525.5

内
灘
町

489.5

寺
井
町

431.5

七
塚
町

296.0

鶴
来
町

314.5

内
灘
町

344.5

宇
ノ
気
町
365.0

野
々
市
町
429.5

津
幡
町

466.5

女
子
の
部

県体�

女
子
第
四
位
・
男
子
第
五
位
に
終
わ
る�
女
子
第
四
位
・
男
子
第
五
位
に
終
わ
る�

開
催�

開
催�

全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
協
賛
事
業�

全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
協
賛
事
業�

�

寿
野
球
大
会
が
こ
の
程
開
催
さ
れ
、
内

灘
愛
好
会
が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
こ

の
寿
野
球
大
会
と
い
う
の
は
、
四
十
歳
以

上
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
が
参
加
す
る
大
会
で
、
各
チ
ー
ム
と
も

九
名
の
選
手
の
年
齢
合
計
が
四
百
五
十
歳

を
超
え
て
い
け
な
い
と
い
う
規
定
が
あ

る
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
大
会
で
す
。
石

川
県
内
か
ら
は
十
九
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ

り
、
三
週
間
に
渡
っ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

九
月
に
は
石
川
県
を
舞
台
に
日
本
一
を

決
め
る
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
内

灘
愛
好
会
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
が
ん
ば
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
！



★
★
★
★
★
★
★
★
★
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夏
の
思
い
出

お
盆
が
終
わ
り
、
新
学
期
も
始
ま
っ
た
け
だ
る
い

九
月
。
や
っ
と
涼
し
く
な
っ
た
け
ど
、
あ
の
熱
く
燃

え
て
楽
し
か
っ
た
夏
の
思
い
出
が
懐
か
し
い
。
お
揃

い
の
浴
衣
を
着
て
、
綿
菓
子
を
頬
張
り
な
が
ら
眺
め

た
花
火
。
来
年
の
夏
ま
た
会
え
る
と
い
い
ね
・・・・・・
。

第
二
十
四
回
町
民
夏
ま
つ
り
開
催

「ウルトラマンに会えてうれしい！」

まつりといえば
やっぱり屋台！

大人気です

上田正樹さんの熱唱に場内のファンも
大感激（はまなす歌謡祭）

踊って汗を流した後のカキ氷は最高！

��������������������������������������������������������������������������

七
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
両

日
、
内
灘
中
学
校
生
徒
が
い
ろ
い
ろ

な
職
場
を
訪
れ
、
仕
事
を
体
験
す
る

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
学
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
や
進
路
を
模

索
し
始
め
る
中
学
生
に
職
場
体
験
を

通
じ
て
、
自
分
の
理
想
の
職
業
像
、

勤
労
感
、
社
会
的
マ
ナ
ー
を
つ
か
ん

で
も
ら
う
の
が
目
的
で
す
。
内
灘
中

学
二
年
生
三
百
十
一
名
の
生
徒
が
町

内
を
始
め
、
金
沢
市
内
の
受
入
先
企

業
で
厳
し
い
実
社
会
の
一
端
を
体
験

し
ま
し
た
。

落としたら売りものにならないから大変！

中
学
生
夏
休
み�

職
場
体
験
学
習�

中
学
生
夏
休
み�

職
場
体
験
学
習�

中
学
生
夏
休
み�

職
場
体
験
学
習�



☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
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夏
の
思
い
出

七
月
二
十
九
日
（
土
）、
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
高
齢
者
の
か
く
し
芸
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
町
民
夏
ま
つ
り
の
一
部
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
大
変

人
気
が
あ
り
、
今
年
も
会
場
は
満
席
、
始
終

賑
や
か
な
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
齢
者
か
く
し
芸
大
会

まだまだ若いモン

には負けんぞ！

今
年
も
愉
快
な
司
会
で
会
場
を

わ
か
せ
る
東
口
さ
ん
（
緑
台
）

「２人は
若～いV」イヤ、

ほんとう
にお若い

です。

赤いタスキもかわいい花笠音頭

の浜出さん、道一
みちいち

さん、由川
よしかわ

さ
ん、横江さん、西野さん

麗しの白鳥の湖は「鶴友会」の美女たちです
（徳田さん、高畠さん、宮田さん、金子さん、和田さん）

内灘町の「きん
さんぎんさん？」
が歌う「タント
節」

「笑い」は健康と
長寿の薬！

「赤いおこしいいぞ！」の歓声もとびかう田中さん（鶴東）の松の木小唄。おひねりも飛びかってます。

最近の高齢者は大変ですよ。医薬分業のおかげで、個人の負担も増えたし、手間も増えた。具
合が悪くて医者に行っているのに、その後どうやって薬屋さんまで薬を取りに行けますか？最初はサ
ービスで持ってきてくれるとかいう話もありますけどね。これは一つの例えでしたけれどもつまりは、
今までのような、人にたよりっぱなしの気持ちではこれからは生きていけないということです。
あと20年してごらんなさい。どうするの？誰が年寄りの面倒を見るの？少子化で子どもはどんど
ん減ってるのよ？
だから、今から気持ちを切り替えていかないと。私達高齢者の気持ちの持ち方としてね、まず

○人にたよらない。
○友達をつくろう。（核家族化が進み、子どもが巣立った後は老夫婦二人だけの生活になる。片方に
何かあれば、残るのは一人きりの老人と家だけである。）

○趣味、楽しみを持って健康に暮らそう。
○高齢者同士の助け合い（要介護の高齢者を健康な高齢者が面倒みる）
というのが大切だと思うわけです。
今日の「かくし芸大会」は、みなさんがとても楽しみにしている一年一度のイベントです。出し物
を用意される方は２・３ヶ月前から衣装を作ったり、練習に励んだりとそれはすごい意気込みですよ。
それに見てください、みなさんの楽しそうな顔。元気でしょ？みなさん、来年また元気にこのイベン
トを見に来るのを約束して別れるんですよ。」

内灘町老人会会長
八木　静さん にお話を伺いました。
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Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

今
年
の
夏
も
、
世
界
中
の
国
と
地

域
の
留
学
生
が
石
川
の
地
に
集
う

「
第
十
三
回
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｔ
Ｅ

Ｎ
Ｔ
―
世
界
留
学
生
交
流
・
い
し
か

わ
２
０
０
０
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

七
月
二
十
八
日
、
金
沢
市
で
開
催
さ

れ
る
歓
迎
式
典
を
皮
切
り
に
、
世
界

七
十
一
ケ
国
か
ら
三
百
五
十
名
の
留

学
生
が
一
週
間
の
間
、
県
内
各
市
町

村
で
い
ろ
い
ろ
な
催
し
に
参
加
し
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
ま
す
。
内

灘
町
に
も
十
四
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
家
族
）

の
も
と
へ
十
六
名
の
留
学
生
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
で
は
そ

の
名
の
通
り
、
世
界
各
国
の
人
が
一

つ
屋
根
の
下
に
集
い
ま
す
。
地
球
は

一
つ
の
大
き
な
家
族
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
、
世
界
中
に
日
本
、

石
川
を
ア
ピ
ー
ル
、
ま
た
私
た
ち
も

い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と
交
流
し
、
視

野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と

て
も
す
ば
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
他
に
な
い
特
徴
は

初めて海に入ったという留学生も
「内灘の海はとてもGoodです」

大
規
模
な
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
制
度
で

す
。
留
学
生
た
ち
は
普
段
教
科
書
や

学
校
で
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重

な
体
験
を
、
日
本
の
家
庭
の
中
で
手

に
す
る
の
で
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
い
っ
て
も

何
も
特
別
な
準
備
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
県
外
か
ら
親
戚
の
子
ど
も
が
遊

び
に
き
た
の
を
迎
え
る
感
じ
・・・・・・と

い
う
の
が
一
番
近
い
感
覚
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
初
め
て
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
名
乗
り
を
あ
げ
る
ご
家
庭

は
、
生
活
習
慣
の
違
い
や
、
言
葉
の

違
い
を
気
に
し
て
と
て
も
緊
張
さ
れ

る
の
で
す
が
、
受
入
を
実
際
に
体
験

し
て
み
る
と
「
想
像
し
て
い
た
よ
り

ず
っ
と
気
楽
で
留
学
生
も
良
い
子
ば

か
り
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
！
」

「
次
回
も
ぜ
ひ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
や
り
た
い
」「
子
ど
も
に
と
っ
て

も
、
親
に
と
っ
て
も
夏
休
み
の
す
ば

ら
し
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
！
」

と
と
て
も
満
足
さ
れ
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
家
庭
も
来
年
は
ぜ
ひ
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
名
乗
り
を
あ
げ

て
み
ま
せ
ん
か
？

内
灘
町
で
は
町
村
独
自
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
、
凧
づ
く
り
や
浜
辺
で

の
凧
あ
げ
、地
引
網
な
ど
を
用
意
し
、

留
学
生
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
内

灘
町
な
ら
で
は
の
企
画
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。

初
め
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対

面
し
た
と
き
に
は
緊
張
で
や
や
硬
か

っ
た
留
学
生
の
み
な
さ
ん
の
表
情
も
、

各
家
庭
で
家
族
同
様
に
時
間
を
過
ご

す
う
ち
に
打
ち
と
け
、
お
別
れ
の
時

に
は
大
粒
の
涙
で
別
れ
を
惜
し
ん
で

内
灘
を
離
れ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

みんなで楽しくバーベキュー！
笑顔が何よりのごちそうですね

日本海内灘砂丘凧の会の方の指導で和凧
づくりに挑戦！バランスがムズカシイ！

日本の伝統文化茶道を体験
（足がしびれています……）



七
月
二
十
八
日
、
姉
妹
都
市
提
携
二
十

周
年
を
記
念
し
て
北
海
道
の
羽
幌
町
か
ら

舟
橋

ふ
な
は
し

泰
博

や
す
ひ
ろ

町
長
、
熊
谷

く
ま
が
い

小
敏

さ

と

し

議
会
議
長
、

十
二
名
の
議
員
、
三
名
の
町
職
員
か
ら
な

る
代
表
団
の
み
な
さ
ん
が
当
町
を
訪
れ
ま

し
た
。

内
灘
町
と
羽
幌
町
は
、
昭
和
五
十
五
年

十
月
一
日
に
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
ま
し

た
が
両
町
が
姉
妹
都
市
と
な
っ
た
そ
も
そ

も
の
な
れ
そ
め
と
い
う
の
は
・・・・・・。

内
灘
町
は
、
も
と
も
と
河
北
潟
と
日
本

海
に
挟
ま
れ
る
と
い
う
地
理
的
条
件
か
ら

漁
業
を
生
業
と
す
る
漁
村
で
、
出
稼
ぎ
漁

が
始
ま
る
明
治
時
代
以
降
、
漁
民
は
内
灘

町
か
ら
全
国
へ
出
漁
し
て
い
ま
し
た
。
特

に
北
海
道
へ
は
、
ニ
シ
ン
を
追
っ
て
た
く

さ
ん
の
人
々
が
行
き
来
し
、
北
海
道
の
地

へ
移
り
住
む
人
々
も
数
多
く
お
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
羽
幌
町
に
知
り
合
い
や
親
戚
が

在
住
し
て
い
る
と
い
う
内
灘
町
民
の
方
が

作
っ
た
交
友
会
の
交
流
が
ご
縁
で
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
交
流
が
起
こ
り
、
町
ど

う
し
の
交
流
が
始
ま
り
、
姉
妹
都
市
提
携

の
運
び
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

以
来
二
十
年
、
両
町
の
間
で
は
行
政
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
化
交
流
、
教
育
交

流
、
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
が
さ
か
ん
に
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
そ
の
節
目
の
年

と
い
う
こ
と
で
、
内
灘
町
に
お
い
て
二
十

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
羽
幌
町
か

ら
は
行
政
・
議
会
代
表
団
の
来
町
、
式
典

へ
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
お
い
て
は
、
両
町
町
長
、

議
長
よ
り
「
今
後
も
心
と
心
の
交
流
を
大

切
に
友
好
の
輪
を
ま
す
ま
す
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」「
お
互
い
の
知
恵
と
技
術
を
交

換
し
、
更
な
る
発
展
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
力
強
い
言
葉
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

七
月
二
十
八
日
に
来
町
し
た
羽
幌
町
代

表
団
に
続
き
、
八
月
八
日
青
少
年
の
代
表

団
も
内
灘
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
は
羽
幌
町
の
剣
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
（
二
十
二
名
）
と
引
率
（
四
名
）

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
も
の
で
、
内
灘
町
の

剣
士
た
ち
と
竹
刀
を
交
え
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
お
互
い

の
友
情
を
確
か
め
あ
い
ま
し

た
。一

行
は
八
日
に
内
灘
町
へ

入
っ
た
後
、
内
灘
町
少
年
剣

道
の
団
員
た
ち
と
合
同
稽

古
、
交
流
試
合
、
地
引
網
な

ど
を
体
験
し
、
夜
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
を
し
て
互
い
に

交
流
を
深
め
、
十
一
日
「
仲

良
く
な
っ
た
内
灘
の
人
た
ち

と
ま
た
、
い
つ
か
会
い
た
い

で
す
。
忘
れ
ら
れ
な
い
夏
休

み
の
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。」
と
い
う
言
葉
を
残
し
、

名
残
惜
し
そ
う
に
羽
幌
へ
と

帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。
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羽
幌
町
と
の
交
流

歓迎の花束を受け取る
舟橋町長（左）と熊谷議長（右）

「今後も今まで以上の交流と発展を！」
と舟橋羽幌町長

内灘町・羽幌町 姉妹都市提携20周年

「これからも末永く、仲のよい姉妹でいましょうね…」

羽
幌
町
代
表
団
来
町

合同稽古とはいえ、真剣そのもの。するどい気合とともに繰り出す一本！

初めての顔合わせだけど、ご馳走をつまみな
がら盛りあがった食事会。話題はやっぱり
「剣道」の話でした……。

青
少
年
交
流
団
来
町



はじめまして、オーストラリアから国際交流員として内灘町に来たナタリー
奈 多 莉

・マクスウェルと申し

ます。９年前から日本語を勉強しています。また、1996年に東京で一年間留学をしました。今年７

月26日に内灘町の役場で働くことになりました。これからは多くの内灘のイベントに参加して私が

感じたことについて話していきたいと思います。

内灘町に来る前に少しだけ町について調べま

した。来る前の印象は小さい町、何にもない所

だと思いました。しかし、来てみるといろいろ

な施設や自然がたくさんあり、私の心に強い印

象を与えてくれました。気に入った所は内灘は

あらゆる方面から水がたくさんあります。西側

に日本海、東側には河北潟があり、金沢市とは

橋でつながっている理想的な場所にある町だと

思います。それと山もはっきり見えます。また

空が赤くそまり海におちていく夕日がすてきで

す。美しい環境、そして内灘町の人々の心の温

かさ、やさしさがこの町を作っていると思いま

す。今の東京の印象は、人々とビルが多すぎて

自然がありません。内灘町は町民の創造で明る

くにぎやかな雰囲気がある町だと思います。

2000.9.5.（12）

国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

内灘町のみなさんこんにちは！新学期ですね。セネ
ガルはまだ夏休み。７、８、９の３ヶ月、宿題も登校
日もプールもなく、ひらすら自由で暇な時間、多くの
子どもたちは数週間、親戚の家へ遊びに行きます。行
った先で特別変わったことはないけれど、“車に乗って
どこかへ行く”ってことが大イベント。お金に余裕が
あれば、林間学校やパソコン体験教室などに参加する
子どもたちも。でもこれはほんの一握り。
また、夏休みは全国的にサッカーシーズンとなり、
通常でもサッカー好きのお国柄、女子チームも多く、
子どもも大人もサッカーに明け暮れます。でも、シュ
ーズやユニフォームを用意してチームに入れるのは一
握り。普通の子どもたちは路上で空気の抜けかけたボ
ールを蹴っています。この子たちには“夏休み”はあ
りません。なぜなら学校に行っていないから……。セ
ネガルの小学校就学率は約65％と公表されています
が、途中で辞めざるをえない子もたくさんいるのが現
状です。
さて、一月後にはこちらも新学期。これまでにセネ

ガル人の先生から「日本の学校と文通がしたい」とい
ううれしい話をいくつももらいました。そこで、内灘
町のみなさん！セネガルの子どもたちと学校交流しま
せんか？海を渡った遠い国に友達ができる。これって
とっても素敵なことだと思いませんか。個人的な子ど
も同志の交流でもＯＫ。興味のある方は、役場広報係
の人へ連絡してね。よいお返事お待ちしてます。

バオバブの木の下で～�　セネガル便り（3）�

（１）国際交流員としての内灘町の印象

○Let's go and see the fireworks
レッツ　　 ゴー　アンド　 スィー　 ザ　　 ファイアーワークス

花火を見に行きましょう。

○There are many festivals in summer.
ゼア　　　　 アー　 メニイ　 フェスティバルズ イン サマー

夏にはお祭りが多いです。

○In Australia there is always fireworks on New Years Eve.
イン オーストラリア ゼア　 イズ オールウェイズ ファイアワークス オン　ニュー イヤーズ イヴ

オーストラリアでは花火がお正月の時にいつもあります。

○It is very large and beautiful.
イットイズ ベリー　ラージ　 アンド ビュウティフル

とても大きく美しいです。

Here are some fun
E
n
glishWordstouse

in
su

m
m

er
.

近所の仲良しのセネガル人と。しょっちゅう遊びに行って、
おしゃべりしたり、現地語教えてもらったり、ごはん食べたり。
みんなとっても親切だよ。
（青年海外協力隊員としてセネガルに赴任している

水口さん（左から2））
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藤井先生の説明を聞きながら
順番に植物を植えていきます

７月21日、内灘町の“きらり人”にも認定されている柴下禮子さんと新舞踏若松流「柴乃会」のみなさんが、
（社）夕陽ヶ丘苑を慰問、演歌歌手美空ひばり、都はるみさんらの曲に合わせて艶やかに舞い、入所者のみなさんの
目を楽しませてくれました。柴乃会は月に３回千鳥台公民館で新舞踏を練習しています。
「美容と健康、長生きのために楽しんでやっているのよ！」といわれるだけあって、みなさんの踊りは本当にしな
やかで艶やか。平均年齢6＊歳というのが信じられないほど若くてお綺麗です。
「これぞ生涯学習よ」とみなさんいいお顔で笑っていらっしゃいました。

ガーデニング教室開催
７月18日、鶴ヶ丘北公民館で婦人部を
主体としたガーデニング教室が開催されま
した。最近人気のガーデニングが公民館で
気軽に覚えられるとあって、教室は大人気。
45名もの参加がありました。
「はなつる」の藤井さんが講師となって、
５種類の植物の寄せ植えを実際に体験しま
した。

連合婦人会「環境問題学習会」
連合婦人会のみなさんが、定例理事会の時間を利用して、自主的に環境
問題について勉強しています。内灘町町民部部長の西尾氏を講師に、身
近な環境問題、とくに台所をあずかる主婦の方に直接関係している問題
などを取り上げて聴講しています。８月７日の学習会のテーマは「飽食
の日本人と構造的暴力」「便利な使い捨て生活がゴミを生む」というもの。

資源をリサイクルすればそれでよしというのではなく、まず不要なゴミを出
さない、いらないものを新たに作らないことが重要で、リサイクルというのは最

終手段だということを学びました。婦人会役員と各地区代表のみなさんはこの席で学んだことを自ら実践し、ま
た地区のみなさんに報告されるとのこと。少しずつ知識が普及し、環境問題の実践に役立てば……という願いの
もと、学習会は続きます。

内灘中学校県体Ｖ
今年度の石川県中学校総合体育大会において、内灘中学校が４種
目で優勝を勝ち取るという快挙を成し遂げました。
団体優勝したのは、柔道、ソフトテニス（女子）、剣道（女子）、
弓道（女子）の４種目です。そのうち、柔道、ソフトテニス、剣道
に関しては北信越大会にも出場し、好成績をおさめ、次はいよいよ
全国大会にコマを進めることが決定しています。がんばれ！

「私たちの超自信作です、見て！」

皆
様
か
ら
の
ご
連
絡
お
便
り
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

内
灘
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

☎
２
８
６
│
６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
灘
町
役
場
総
務
課
広
報
係

FAX
２
８
６
│
０
６
１
７

お色気ムンムン、若さピチピチ
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親
子
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

特
別
企
画

◇
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

シ
リ
ー
ズ
後
半

十
月
七
日
（
土
）

日
本
、
世
界
の
お
は
な
し
を
楽

し
も
う

語
り
部
　
池
田
陽
子
さ
ん

（
松
任
お
は
な
し
の
会
）

対
象
　
小
学
校
高
学
年
か
ら
大
人

十
月
二
十
一
日
（
土
）

楽
し
い
チ
ビ
ッ
コ
お
は
な
し
会

（
人
形
劇
）

語
り
部
　
中
田
紀
子
さ
ん
ほ
か

（
家
庭
文
庫
お
は
な
し
の
家
）

対
象
　
幼
児
か
ら
大
人

い
ず
れ
も
、
時
間
は

七
時
三
十
分
か
ら
八
時
三
十
分

夜
間
で
す
の
で
、
親
子
同
伴
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場
所
は
町
文
化
会
館

◇
古
典
講
座
　
和
泉
式
部
日
記

十
月
七
日（
土
）、
二
十
八
日（
土
）

の
午
後
二
時
か
ら
一
時
間
半

講
師
　
高
島
　
要
先
生

場
所
　
町
文
化
会
館

当
日
、
関
連
の
本
を
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。

◇
特
別
コ
ー
ナ
ー

「
敬
老
の
日
」
に
ち
な
み
お
年
寄

り
の
心
に
ひ
び
く
人
生
読
本
を
と
り

そ
ろ
え
ま
し
た
。

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

パ
ッ
と
頭
に
入
る
Ｉ
Ｔ
革
命

実
業
之
日
本
社

不
良
老
年
の
す
す
め

下
重

し
も
じ
ゅ
う

暁あ
き

子こ

老
後
は
仲
間
と
暮
ら
し
た
い

早
川

は
や
か
わ

祐ひ
ろ

子こ

日
本
文
化
の
ゆ
く
え

河
合

か

わ

い

隼は
や

雄お

オ
キ
ナ
ワ
・
海
を
渡
っ
た
米
兵
花
嫁
た
ち

沢た
く

岻し

悦え
つ

子こ

人
は
50
歳
で
何
を
し
て
い
た
か

長な
が

尾お

三
郎

さ
ぶ
ろ
う

言
っ
て
は
い
け
な
い
親
の
ひ
と
言

富と
み

田た

冨
士
也

ふ

じ

や

工
夫
生
活
の
ス
ス
メ

山
崎

や
ま
ざ
き

え
り
子こ

「
捨
て
る
！
」
技
術

辰た
つ

巳み

渚
な
ぎ
さ

初
心
者
の
た
め
の
や
き
も
の
鑑
賞
入
門

淡た
ん

交こ
う

社し
ゃ

ガ
ー
デ
ン
・
ガ
ー
デ
ン
稲い

な

葉ば

真ま

弓ゆ
み

あ
あ
言
え
ば
こ
う
嫁
行
く

阿あ

川が
わ

佐
和

さ

わ

子こ

檀だ
ん

ふ
み

晩
夏

赤
川

あ
か
が
わ

次じ

郎ろ
う

島
抜
け

吉
村

よ
し
む
ら

昭
あ
き
ら

ビ
タ
ミ
ン
Ｆ

重
松

し
げ
ま
つ

清
き
よ
し

最
後
の
国
境
へ
の
旅

リ
ー
ビ
英ひ

で

雄お

◇
休
館
の
お
知
ら
せ

九
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で
蔵

書
点
検
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
こ

の
間
に
事
務
室
移
転
等
の
改
修
を
行

い
ま
す
。

◇
今
月
の
お
す
す
め

○
絶
滅
動
物
誌
―
人
が
滅
ぼ
し
た
動
物
た
ち
―

今
泉

い
ま
い
ず
み

忠
明

た
だ
あ
き

動
物
は
自
然
状
態
で
四
百
年
に
一
種
の
割
で

滅
び
る
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
約
二
百
万
年

前
に
人
類
が
出
現
し
、
絶
滅
は
加
速
度
的
に
増

え
た
。
特
に
人
間
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
産
業

革
命
以
後
は
驚
異
的
な
種
の
絶
滅
を
迎
え
て
い

る
。
現
在
で
は
約
一
年
で
一
種
の
動
物
が
滅
び

る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
う
一
日
一
種
が
絶
滅
す

る
日
を
迎
え
る
の
も
時
間
の
問
題
で
あ
る
。

○
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
が
わ
か
る
本

村む
ら

田た

幸
作

こ
う
さ
く

／
清し

水み
ず

誠
ま
こ
と

な
ぜ
不
安
に
思
う
の
か
？
何
が
危
険
な
の

か
？
そ
の
確
た
る
証
拠
は
あ
る
の
か
？
組
み
換

え
食
品
（
Ｇ
Ｍ
食
品
）
の
利
点
と
問
題
点
を
や

さ
し
く
解
説
。

○
虐
待
家
族
の
「
仔
（
こ
）」

キ
ャ
ロ
ル
・
ス
ミ
ス
著
・
古
賀

こ

が

林
ば
や
し

幸さ
ち

訳

「
こ
の
子
の
情
緒
不
安
・
多
動
は
何
が
原
因
な

の
か
？
」
次
々
に
起
こ
る
出
来
事
の
真
相
解
明

を
通
し
て
、
驚
く
べ
き
家
族
虐
待
の
事
実
が
判

明
す
る
！
多
重
人
格
障
害
児
を
養
子
に
迎
え
た

母
と
治
療
に
携
わ
っ
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
精
神

科
医
の
完
治
ま
で
の
九
年
間
の
手
記
。

図
書
館
情
報

図
書
館
へ
の
照
会
や
予
約
は
、

電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

☎
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

図
書
館
情
報

内
灘
町
電
話
帳
を

作
成
し
ま
す
！

内
灘
町
商
工
会
青
年
部
で
は

『
平
成
十
三
年
度
版
内
灘
町
町
内

住
宅
地
図
付
電
話
帳
』
の
製
作
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
発
刊
に
あ
た
っ
て
は
、

生
活
に
便
利
で
町
民
の
皆
様
に
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
電
話
帳
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
次
の

よ
う
な
方
は
是
非
お
知
ら
せ
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
現
在
の
電
話
帳
で
名
前
、住
所
、

電
話
番
号
、
住
宅
地
図
に
関
し

て
間
違
い
や
変
更
の
あ
る
方
。

※
転
居
や
新
築
等
で
現
在
の
電
話

帳
に
載
っ
て
い
な
い
方
。

※
電
話
帳
に
電
話
番
号
を
載
せ
た

く
な
い
方
。

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

内
灘
町
商
工
会
青
年
部

☎
２
８
６
―
４
２
０
０

FAX
２
８
６
―
４
２
９
０
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作品募集のお知らせ�
出版事業�

作品募集のお知らせ�
内灘町は数多くの文学作品に登場する“文学のまち”です。
町では、このように多くの作家たちを惹きつけてやまない私たちの町の
魅力を、数々の文学作品とその背景を通じて再発見する冊子を、来春発行
する予定です。
この冊子は、専門家の手により内灘ゆかりの作家や作品を紹介するだけ
ではなく、町民の皆さまの文学に寄せる思いや郷土愛を反映し、皆さま自
身が作り上げたといえる冊子にしたいと考えています。
そこでこの冊子に掲載する、町民の皆さまと文学との関わりを綴ったエ
ッセイや、内灘ゆかりの文学作品の感想文、また、内灘の魅力を詠んだ俳句などの作品を募集します。皆さまのご
応募をお待ちしております。

募集対象 内灘ゆかりの文学作品を題材にしたもの（作品リスト参照）
内灘を描いた作家、作品にまるわる思い出などを題材にしたもの
内灘の自然や暮らし、内灘の将来像などを題材にしたもの……など

募集区分 ①エッセイ・感想文　　②俳句・短歌・詩など
※複数のジャンルで応募しても結構です。

募集要項 ○応募資格：内灘町に在住、またはかつて在住された方、および通学、通勤されている方。（中学生以上）
○応募方法：①エッセイ・感想文　　400字詰め原稿用紙１枚半（600字）以内。郵送でご応募ください。

②俳句・短歌・詩など　官製はがきでご応募ください。１人２首（句）までとします。
※ただし、応募作品は自作、未発表のものに限ります。作品には必ず氏名、年齢、住所、電話番号を
明記してください。中・高校生は学校名も記してください。

締め切り 平成12年10月16日（月）必着
掲載作品の発表

「内灘砂丘と文学」編集専門委員会で作品選考を行い、平成12年11月上旬に採用作品を発表します。
※採用者には薄謝ながら賞品を贈呈させていただきます。

送付・問い合わせ先
〒920－0292 内灘町字大学1-2-1 内灘町教育委員会　生涯学習課　☎286－6716

内
灘
砂
丘
を
舞
台
と
し
た
文
学
作
品
の
一
例

著

者

書

名

主
な
舞
台

井
上

い
の
う
え

靖
や
す
し

詩
集
・
北
国

内
灘
砂
丘
・
内
灘
海
岸

井
上
　
　
靖

北き
た

の
海

内
灘
砂
丘
・
内
灘
海
岸

井
上
　
　
靖

砂
丘
と
私

内
灘
砂
丘
・
内
灘
海
岸

井
上
　
　
靖

城
じ
ょ
う

砦さ
い

内
灘
砂
丘
・
内
灘
海
岸

五い
つ

木き

寛
之

ひ
ろ
ゆ
き

内
灘
夫
人

内
灘
闘
争

五
木
　
寛
之

聖
者

せ
い
じ
ゃ

が
街ま

ち

に
や
っ
て
き
た

内
灘
海
岸

五
木
　
寛
之

深
く
暗
い
海

内
灘
海
岸

五
木
　
寛
之

恋こ
い

歌う
た

内
灘
海
岸

五
木
　
寛
之

夜
の
斧お

の

内
灘
海
岸

三み

島し
ま

由
紀
夫

ゆ

き

お

美
し
い
星

内
灘
砂
丘

大お
お

江え

健
三
郎

け
ん
ざ
ぶ
ろ
う

独
立
十
年
の
縮
図
―
内
灘

内
灘
闘
争

佐
多

さ

た

稲い
ね

子こ

燃も

ゆ
る
限か

ぎ

り

内
灘
闘
争

堀ほ
っ

田た

善よ
し

衛え

黄こ
う

塵じ
ん

内
灘
砂
丘

堀
田
　
善
衛

若
き
詩
人
た
ち
の
肖
像

粟
崎
遊
園

舟
橋

ふ
な
ば
し

聖
一

せ
い
い
ち

海
の
百
万
石

河
北
潟

深ふ
か

田だ

久
き
ゅ
う

弥や

火
に
も
水
に
も

内
灘
闘
争

有あ
り

馬ま

頭
義

よ
り
ち
か

遺い

書し
ょ

配
達
人

は
い
た
つ
に
ん

内
灘
闘
争

田た

山や
ま

花か

袋た
い

山
水

さ
ん
す
い

小
記

し
ょ
う
き

河
北
潟
・
内
灘
砂
丘

高
浜

た
か
は
ま

虚き
ょ

子し

老
い
て
の
旅

河
北
潟
・
内
灘
砂
丘

水
原

み
ず
は
ら

秋
桜

し
ゅ
う
お
う

子し

能
登
の
荒
磯

あ
ら
い
そ

河
北
潟
・
内
灘
砂
丘

車
谷

く
る
ま
た
に

長
吉

ち
ょ
う
き
ち

漂
流
物

内
灘
海
岸

岩
倉

い
わ
く
ら

政ま
さ

治じ

ニ
セ
ア
カ
シ
ア
の
丘
に
て

内
灘
砂
丘

「
内
灘
砂
丘
と
文
学
」
出
版
事
業
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介
護
保
険
制
度

介護保険では、介護を国民みんなで支えるため、高齢者の方も含め40歳以上のすべての方に、

保険料を納めていただくことになります。

65歳以上の方については、介護保険制度の円滑な実施のための特別対策として、介護保険の新しいサービス

の利用の仕方などに慣れ理解をいただきながら保険料を負担していただけるよう、

●平成12年４月から９月までの半年間は保険料を納めなくてもよいこと

●平成12年10月から平成13年９月までの１年間は、本来の保険料の半額を納めること

になります。平成13年10月から本来の保険料を納めていただきます。

平成12年10月から保険料を納めることになります

保険料の納め方には、年金からの天引き（特別徴収）と、口座振替または納付書による納付（普通徴収）があ

ります。

●年金からの天引き（特別徴収）

老齢・退職年金が年額18万円（月額１万５千円）以上受けている方

平成12年10月以降、２ヶ月おき（平成12年度は10月、12月、２月）に支払われる年金から、支払いご

とに、２ヶ月分の保険料が天引きされます。

※老齢福祉年金、障害年金、遺族年金からは天引きされません。

●口座振替・納付書による金融機関への納付（普通徴収）

老齢・退職年金が年額18万円（月額１万５千円）未満の方

平成12年10月以降の納期ごとに、口座振替または納付書により内灘町が定める金融機関に納めていただ

くことになります。納め忘れがないよう、できるだけ口座振替の手続きをとりましょう。

保険料の納め方

保険料を納めていただきます 介護保険制度

平成12年度

納　期　限

第　１　期

11月１日～11月30日 １月１日～１月31日 ３月１日～３月31日

第　２　期 第　３　期

本
来
の
介
護
保
険
料
の
額�

←
�

←
�

保険料が軽減された分は�
国が負担することになります�
保険料が軽減された分は�
国が負担することになります�

保険料を�
納める必要は�
ありません�
�

本来の保険料の�
半額を納めます�
本来の保険料の�
半額を納めます�

本来の保険料の額を納めます�本来の保険料の額を納めます�

▲�
平成12年４月�

▲�
平成12年10月�

▲�
平成13年４月�

▲�
平成13年10月�

▲�
平成14年４月�

▲�
平成15年４月�

［平成12年度～14年度の65歳以上の方の保険料の額］



割　増�

軽　減�

所得の低い方�

軽減される方�

基準額×0.5

平成12年度� 4,200円�

12,600円�

16,800円�

6,300円�

18,900円�

25,200円�

8,400円�

25,200円�

33,600円�

10,500円�

31,500円�

42,000円�

12,600円�

37,800円�

50,400円�

平成13年度�

平成14年度�

基準額×0.75 基準額×1.0 基準額×1.25 基準額×1.5

生活保護の受給者、�
老齢福祉年金受給者�
（住民税世帯非課税）�

世帯全員が　�
住民税非課税�

本人が　　　�
住民税非課税�

本人が住民税課税で�
合計所得金額250万�
円未満　　　　　　�

本人が住民税課税で�
合計所得金額250万�
円以上　　　　　　�

�

基準額を支払う方� 割り増しの保険料を支払う方�

本人住民税�
非課税の方�

本人が住民税を�
納めている方　�

※具体的な保険料の額は年額�
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保険料の額については、無理なくご負担いただけるよう、所得に応じた保険料を負担していただくことになり

ます。世帯に住民税が課税される方がいない場合などには、平均的な保険料額から軽減されることになります。

また、災害、失業、倒産などで保険料を納めることが難しい場合は、保険料の減免が受けられる場合がありま

すので、役場窓口でご相談ください。

保険料の額

［所得に応じた保険料の額］

◎介護保険に関するお問い合せは 保険年金課介護保険室　☎286－6703（直通）

平成12年10月から高齢者の方も

住んでいる市町村ごとに、保険料の額が異なるのはなぜですか？�

介護保険は市町村ごとに運営されますので、その市町村がどれくらいサービスを提供できるかによって保険料
が異なってきますので、サービス基盤の整備が進んでいる市町村ほど保険料も高くなります。�

保険料を納めているので、サービスは無料で受けられるのですね？�

いいえ。介護保険では介護サービスに要した費用の原則１割を利用者が負担することになります。施設入所の
場合は、１割の負担に加え、食事にかかる費用について定額の負担があります。�

保険料を滞納すると？�

保険料を滞納している方がサービスを利用する場合は、原則として、１年以上の滞納の場合には、一旦、サー
ビスの費用全額を支払っていただいたうえで、市町村の窓口で費用の９割を払い戻しすることになります。１
年６ケ月以上の滞納の場合には、滞納している保険料の額を給付される金額から差し引くことになります。ま
た、65歳からの保険料を長期間滞納していた場合には、その期間に応じた一定期間、保険から給付される額
がサービスの費用の９割から７割に引き下げられるほか、高額介護サービス費の支給も受けられなくなります
ので、注意が必要です。�

コ�コ�
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募集・いっしょに始めませんか？

うちなだ発見スクール
主　　催 内灘町働く婦人の家
目　　的 「うちなだ」発見。内灘町の発展や自然の

美しさを学ぼう！
コ ー ス 施設めぐりコース

13：00～16：00 ９月27日（水）
・夕陽ヶ丘苑見学－内灘新橋見学－惜亭（茶室）

砂丘フォトコース（小雨決行）
15：00～17：00 10月14日（土）
・内灘海岸散策しながら写真をとる

定　　員 各コース　20名
会　　費 ・施設コース　500円

（茶室で抹茶をいただきます。）
・砂丘フォトコース　1,000円
（フィルム36枚　プリント代　現像料）

持参するもの ・砂丘フォトコース　
コンパクトカメラを持参してください。

申込締切 平成12年９月22日（金）
申込み先 働く婦人の家　☎237－6440
※詳細は後日、本人に直接お知らせします。
また、定員になり次第締め切らせていただきます。

『生涯楽習健康講座受講生募集』
楽しい生活は、健康と友達に
よって支えられるものです。
日々の生活の中にこそ不老長
寿のくすりが、埋もれているの
ではないでしょうか？
「健康」について気軽に楽習
しましょう。

会　　場 内灘町役場
参加対象 一般成人
受 講 料 無料（教材費は、実費500円程度必要）
募集期間 平成12年９月１日（金）～７日（木）

午前９時～午後５時まで（土、日曜日除く）
応募方法 電話または、FAXにて、住所・氏名・電話

番号を内灘町教育委員会生涯学習課へお知
らせください。

問い合わせ先
内灘町教育委員会生涯学習課

☎286－6716・FAX286－6714

秋の教室受講生募集中!!《先着順》
町屋内温水プールでは次の通り、秋の
教室の受講生を募集しています。さあ！
今年はスポーツの秋を満喫しましょう。

初めてクロール ９月21日～12月21日 木 昼･夜 7,310円 15名
背泳ぎ＆きっちりクロール ９月19日～12月19日 火 昼･夜 6,180円 10名
平泳ぎ ９月19日～12月19日 火 昼･夜 6,180円 10名
バタフライ ９月22日～12月22日 金 昼･夜 7,310円 10名
マスターズ ９月20日～12月20日 水 昼･夜 7,870円 10名
ウォーターエアロビクス ９月20日～11月22日 水 昼･夜 5,620円 20名
ソフトエアロビクス ９月18日～12月18日 月 昼･夜 7,310円 15名

教　　室 期　　間 曜日 時間帯 受講料 定員

時間帯 昼13：45～15：00 夜19：15～20：30
受講料 すべて町内料金です。

（町外の方は別料金になります）

（注）①受付は定員になり次第締め切ります。
②申し込みは直接、温水プールまでお願いします。
（電話での受付は致しません）
③詳しい要項は温水プールロビーにおいてありま
すのでご自由にお持ちください。

問い合わせ先 内灘町屋内温水プール　☎286－1800
（担当：酒井または根上まで）

《同時受講がお得です。》
１人で教室を２つ同時に受講すると合計金額から
1,000円割引致します

河北潟干拓地で夢のある農業を！
（社）石川県農業開発公社では、すいか、れんこん、キ
ャベツ、だいこんなどの露地野菜、メロン、花などの
施設園芸や果樹が栽培されている河北潟干拓地の農地
を一時保有し、規模拡大を図る農家や新規就農者に対
し売渡ししています。
対　　象
１．野菜、果樹、花きなどの栽培に
意欲と情熱のある方

２．年齢が20歳から59歳までの方
（60歳以上の方は後継者が必要）

問い合わせ先
（社）石川県農業開発公社　☎222－1677

１ 09／07 健康と人生と生涯学習と… 講　　話 19：30～21：30
２ 09／14 楽習体操で爽快気分 実　　技 19：30～21：30
３ 09／21 心も体もリフレッシュ 講義実習 19：30～21：30
４ 09／28 糖尿病と肥満は深－い関係 講　　義 19：30～21：30
５ 10／05 健康チェック法と、応急手当 講義実習 19：30～21：30
６ 10／12 ちょっとした運動で「健康」を 実　　技 19：30～21：30
７ 10／19 痴呆対策？（老年期に忍びよる）講　　義 19：30～21：30
８ 10／26 成人予防の秘訣 講　　義 19：30～21：30

回 月／日 学習内容（テーマ） 学習方法 実施時間帯

健康が一番
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ちょっと参加してみませんか？

第8回内灘町スポーツレクリエーション祭
平成12年10月15日（日）開催

１．グラウンドゴルフ（8：30受付）
時間　9：00～12：00
場所　グラウンドゴルフ倶楽部

（福祉センター前）
内容　個人戦のフリータイム制で８ホール３コース

の24ホールズストロークプレイで行う。
２．ソフトバレーボール（8：30受付）
時間　9：00～
場所　内灘体育館
内容　フリーの部（男女各２名）

女性の部（女４名）
２部門

３．新体力テスト開催
時間　9：00～12：00
場所　内灘武道館
内容　握力、上体起こし、長座体前屈

立ち幅とび、20ｍシャトルラン（５種目）
申込〆切日 平成12年９月30日（土）各公民館へ
問い合わせ先 内灘町教育委員会生涯学習課 ☎286－6716

「森は海の恋人」畠山重篤氏

講演会開催のお知らせ
日　時 平成12年９月17日（日）午後７時～９時
場　所 内灘町役場　町民ホール
講　師 畠山

はたけやま

重篤
しげあつ

氏（牡蠣
か き

の森を慕う会代表）
演　題 「森は海の恋人」
主催等 主催　内灘花の会　内灘町教育委員会

後援　内灘町文化協会　内灘町連合婦人会
内灘町ＰＴＡ連合会

入場料 無　料

21世紀 豊かな自然を子ども達へ渡せますか…

畠山重篤さんのプロフィール

1943年、中国上海生まれ。宮城県本吉郡唐桑町在住。牡蠣養
殖業。牡蠣の森を慕う会代表。
海の環境を守るためには海に注ぐ川、そして上流の森を大切
にしなければならないことに気づく。1989年より気仙沼湾に注
ぐ大川上流の室根山に漁民による広葉樹の森づくりを開始する。
同時に環境教育の手助けとして、上流域の子供たちを海に招き
体験学習を助けている。
1994年朝日森林文化賞を受賞。1999年「みどりの日」自然環
境功労者国務大臣環境庁長官表彰。著書に、「森は海の恋人」
（北斗出版）「森と海とマチを結ぶ」（共著、北斗出版）「リアス
の海辺から」（文芸春秋）「漁師が山に木を植える理由」（成星出
版）がある。

「こころのボランティア講座」
受講生募集

石川中央保健福祉センター河北地域センターでは、
多くの方々に、心の健康に関心を持っていただくとと
もに、心の病気について正しく理解して、地域におけ
る心の病気を持つ方を支援していただくボランティア
の育成講座を開催いたします。
心の健康づくりやボランティア活動に関
心のある方のご参加をお待ちしております。
対象者 心の健康づくりやボランティア活

動に関心のある方
内　容

会　場 石川中央保健福祉センター河北地域センター
（旧 津幡保健所）

受講料 無　料
申込先 石川中央保健福祉センター河北地域センター

〒929－0331  河北郡津幡町字中橋口1-1
☎289－2177 FAX 289－2178

○受講をご希望の方は上記あて、電話またはFAXにて
お申し込みください。
締　切 平成12年10月５日（木）まで
なお、ご不明な点がありましたら、河北地域センタ
ーまでお問い合わせください。

地域フォーラム「地域とのつながり」
“障害ってなに？”

日　時 ９月30日（土）午後３時～
場　所 内灘町文化会館３Ｆ視聴覚室
主　催 くれよんの会
後　援 内灘町教育委員会　北國新聞社

○当日保育室を設けます。利用希望の方は９月20日（水）
までにご連絡ください。
問い合わせ先
内灘町教育委員会生涯学習課　☎286－6716

1

2

3

4

10月12日（木）
9：30～12：00

10月18日（水）
10：00～12：00

10月25日（水）
10：00～12：00

11月１日（水）
10：00～14：00

開講式・オリエンテーション
講話「心の健康と病気」

かとうクリニック院長　加藤佐敏

講話「心の声を聴こう」
浅ノ川総合病院看護部長　山中孝子

講話「家族の思い」
けやきの森家族会　紺谷徳子

講話「地域精神保健福祉の現状と課題」
ひまわり共同作業所見学

講話「ひまわり友の会活動について」

実 施 日 講　座　内　容
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4か月児健診
9月18日（月） 対象 12年5月生
10月23日（月） 対象 12年6月生

（時間）13：00～14：00

１才6か月児健診
9月11日（月） 対象 11年2月生
10月16日（月） 対象 11年3月生

（時間）13：00～14：00

3才児健診

10月2日（月）対象 9年6月生
11月6日（月）対象 9年7月生

（時間）13：00～14：00

ツベルクリン反応検査とBCG接種

9月18日（月）

ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

9月20日（水）

ツ反判定とBCG接種

10月23日（月）

ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

10月25日（水）

ツ反判定とBCG接種

対象
平成12年5月生

対象
平成12年6月生

（時間）13：00～14：00

｝
｝

会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

ちびっこルーム
9月6日（水）

対象 1才児前後
11月8日（水）

（時間）受付・身体計測 13：00～13：30

教　　　　　室 13：30～15：00

（内容）みんなと一緒に手遊び歌遊び

こどもの生活リズムや食事について

9月13日（水）
＝みんなで遊ぼう＝
○おじいちゃん、おばあちゃん
と一緒に遊ぼう

・昔の遊びって
どんなもの？

9月27日（水）

10：00～11：00
パ ン ダ ク ラ ブ

どなたでも�
お気軽に�

おいでください�

どなたでも�
お気軽に�

おいでください�

ひよこっこサークル
10月11日（水）対象 5～6か月児

（時間）受付・身体計測　13：00～13：30

教　　　　　室　13：30～15：00

（内容）離乳食のすすめ方・離乳食の試食

※5～6か月児以外の方でも、離乳食のすすめ方

などで聞きたいことがある方はお越しください。

＝みんなで遊ぼう＝
○みんなといっしょにどんぐり拾い

＝みんなで考えよう＝
○思いやりってどうしたら育つの？

マタニティクラス
9月26日（火）

★お産をするということは？
★楽なお産のためのマタニティエクササイズ

10月3日（火）
★お母さんと赤ちゃんの歯の健康
★どうやって母乳はつくられるの？

10月10日（火）
★気をつけたいねバランスの良い食事
★赤ちゃん用品を考えよう

（時間） 受付・尿検査　13：00～13：30
教　　　　室　13：30～15：30

おなかの大きな仲間同士、出産のこと、育児
のこと…みんなで語ってみませんか。
お１人目の方も、２・３人目の方も是非ご参
加ください。

9月14日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

10月7日（土）
９：００～１６：００

金沢医科大看護学校前

ご協力を
おねがいします。

献血のお知らせ

今月から、
お子さんに人
気のあるシリ
ーズものを毎
月紹介します。今回のテーマは『14ひきの
ネズミ』シリーズです。14ひきの大家族が
くりひろげる楽しい物語をお子さんと一緒
にのぞいてみませんか。お母さんだけでも
OK。どなたでもお気軽においでください。

1～3歳児の遊びの教室

今月のテーマ
『14ひきのネズミ』シリーズ
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ス
と
対
象
外
の
サ
ー
ビ
ス
が
き
ち
ん
と
区
分
け
さ
れ

て
い
る
か

⑦
事
業
者
側
が
一
方
的
に
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
変
更
で
き
る
よ
う
な
約
束
が
入
っ

て
い
な
い
か

⑧
事
業
者
が
損
害
保
険
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
か

⑨
利
用
者
側
で
自
由
に
解
約
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

な
ど
、
き
ち
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
満
足
の
い
く
介
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
契
約
書
と
い
う
の
は
慣
れ
な
い
と
な
か
な
か
読
み
づ
ら
い
も
の
な
の

で
健
康
な
う
ち
か
ら
契
約
書
と
い
う
も
の
に
親
し
ん
で
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
う
け
る
と
い
う
こ
と
は
”介
護
サ
ー
ビ
ス
を
買
う
“
と
い

う
自
ら
行
動
す
る
行
為
で
す
。
自
分
が
満
足
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
も

”消
費
者
契
約
と
し
て
の
介
護
保
険
制
度
“
と
い
う
側
面
が
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

石
川
県
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
２
―
６
１
１
０

団
地
名
「
白し

ら

帆ほ

台だ
い

」
に
決
定

広
報
う
ち
な
だ
五
月
号
で
団
地
名
の
募
集
を
い
た
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
総
数
二
二
八
点
、
一
一
九
種
類
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
当
区
域
に
相
応
し

い
「
白し
ら

帆ほ

台だ
い

」
が
採
用
作
品
に
選
ば
れ
、
内
灘
町
民
夏
ま

つ
り
に
お
い
て
、
岩
本
町
長
よ
り
旭
ヶ
丘
の
越こ
し

田だ

義
弘
よ
し
ひ
ろ

さ

ん
に
報
賞
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

越
田
さ
ん
が
「
白し
ら

帆ほ

台だ
い

」
と
命
名
し
た
理
由
は
、
北
部

住
宅
団
地
は
東
南
の
緩
斜
面
で
日
当
た
り
が
良
く
、
三
六

〇
度
の
見
晴
ら
し
の
良
い
街
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
に
は

立
山
連
峰
な
ど
の
山
々
、
西
に
は
日
本
海
を
見
下
ろ
す
こ

と
が
で
き
、
ヨ
ッ
ト
の
白
い
帆
が
青
い
波
間
に
浮
か
ぶ
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
に
移
り
住
む
人
々
が
独
自
の
カ
ラ
ー
に
染
め
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を

込
め
て
命
名
し
た
そ
う
で
す
。

入
選
作
品
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
採
用
作
品
「
白し
ら

帆ほ

台だ
い

」
越こ
し

田だ

義
弘
よ
し
ひ
ろ

（
旭
ヶ
丘
）

◇
佳
作
作
品
「
小お

浜ば
ま

台だ
い

」
松
川
ま
つ
か
わ

衞
ま
も
る（

大
根
布
）

「
権ご
ん

現
森
げ
ん
も
り

」
宮
崎
み
や
ざ
き

浩こ
う

太た

郎ろ
う

（
大
根
布
）

西
川
に
し
か
わ

義
一
よ
し
か
ず

（
宮
坂
）

大
崎
お
お
さ
き

喜き

一い
ち

（
室
）

ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
町
民
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

内
灘
北
部
地
区
土
地
区
画
整
理
組
合

理
事
長
　
中
居
　
　
治

内
灘
北
部
地
区
区
画
整
理
事
業
区
域

お

知

ら

せ

固
定
資
産
家
屋
評
価

ご
協
力
の
お
願
い

平
成
十
二
年
中
に
新
・
増
築
さ

れ
た
家
屋
の
評
価
額
決
定
の
た

め
、実
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
調
査
日
時
等
を
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

が
、
や
む
を
得
ず
事
前
連
絡
で
き

ず
に
調
査
に
伺
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
調
査
は
次
の
と
お
り
実

施
し
て
い
ま
す
。

・
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日
　
午
前

九
時
〜
午
後
四
時

・
所
要
時
間
　
三
十
分
〜
一
時
間

程
度

問
い
合
わ
せ
先

総
務
部
税
務
課

☎
２
８
６
―
６
７
０
６
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知
っ
得
情
報

知 っ 得 情 報
不用品リサイクル登録情報

●譲って下さい（希望品）
姿見、和タンス（小さいもの）、電話機（FAX、子機付き）、
エレクトーン、ピアノ、カラオケセット、
子供用自転車（男18インチ、女22、24インチ）、
普通自転車、原付バイク、ベビーバス（小さいもの）、
ルームランナー（折りたたみ式）、ベビーゲート、
誠美幼稚園制服、制帽、鶴ヶ丘小制服（男子-130、女子-140）、
大根布小制服（男子-130、女子-140）、向粟崎小冬制服上下
（男子-130～140、女子-140）、内灘中制服（女子夏ブラウス、
Ｌサイズ）、クーハン（赤ちゃんを運ぶ手さげかご）

◎登録できる品物
家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、ベビー用品、制服（町内小中学校）
○希望者、提供者の品物が合えば、希望者に提供者をご紹介いたします。
○無料での提供のみお取扱いします。
○登録情報は毎月の広報または、役場庁舎内の掲示板にてご案内
します。

◇登録、問い合わせ先
町民生活課　☎286－6701

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（8月15日まで受付分）

希望者� 提供者�交渉成立�

町民生活課�

紹介�

登
　
録�

登
　
録�

●譲ります（提供品）
子供用学習机、和タンス、下駄箱、犬小屋、
事務用机（黒色、イス付）、フェスティバスノータイヤ4本
（ホイル付）、ハンガーラック（ランドセルも置ける棚）、
ドレッサー、食卓用木製イス、2層式洗濯機、電子レンジ、
ルームウォーカー、ピアニカ、ベビーベッド、
コンビラック、木馬、チャイルドシート、
室内用ブランコ、A型ベビーカー、おまる、
子供用スチール製いす、オルゴールメリー、
マタニティ用ジャンパースカート4点

日
　
時

平
成
十
二
年
九
月
十
七
日（
日
）

午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分

（
時
間
厳
守
・
雨
天
決
行
）

場
　
所

一
、
内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

（
旧
役
場
庁
舎
）

二
、
ア
カ
シ
ア
公
民
館

三
、
西
荒
屋
公
民
館

※
お
近
く
の
会
場
へ
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

引
取
り
価
格

子
供
用
・
大
人
用
を
問
わ
ず
、

一
台
三
百
円

注
意
事
項

釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

町
民
部
町
民
生
活
課

☎
２
８
６
―
６
７
０
１

65歳から医療費助成が受けられます
内灘町では65歳の誕生日の翌月（１日生まれの方は誕生月）よ

り医療費の助成制度があります。申請を希望する方は、役場保険
年金課までお越しください。

＜今月の該当者＞
昭和10年10月１日以前に生まれた方
注）老人保健法が適用されている方（70歳以上の方及び65歳以上の障
害認定を受けた方）は該当しません。

＜申請受付開始日＞
９月20日（水）
＜持参していただくもの＞
印鑑、健康保険証、銀行預金通帳
（受給者本人の口座番号のわかるもの）

※国民健康保険以外の健康保険（社会保険・共済等）に加入の方も
受給できます。

問い合わせ先／保険年金課（電話）286－6702

古
自
転
車
を
実
費
で
回
収
し
ま
す
。
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み ん な の ひ ろ ば

う
ま
れ
た
よ

な
ま
え

住
　
　
所

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

池
端
い
け
ば
た

七
虹
な
な
こ

黒
川
く
ろ
か
わ

七な
な

瀬せ

宮み
や

野の

竜
り
ゅ
う

南み
な
み

圭け
い

吾ご

寺
西
て
ら
に
し

光
ひ
か
る

小こ

山や
ま

翔
し
ょ
う

戸
田
と

だ

琴こ
と

音ね

橋
本
は
し
も
と

海か
い

人と

勝か
つ

田た

陽は
る

斗と

加
�
か

せ

涼
介

り
ょ
う
す
け

中な
か

左さ

翔
し
ょ
う

�よ
し

野の

夏な
つ

子こ

近
澤
ち
か
ざ
わ

翔
平

し
ょ
う
へ
い

田た

上が
み

竜た
つ

也や

元
志
・
勇
子

千
鳥
台
２

貴
史
・
き
よ
子

大
清
台

洋
一
・
由
香

向
陽
台
１

洋
光
・
智
子

鶴
ヶ
丘
２

洵
一
・
加
津
代

向
粟
崎
３

喜
和
・
房
枝

緑
台
１

憲
克
・
君
代

向
粟
崎
３

充
・
利
津
子

千
鳥
台
３

貴
文
・
香
奈
枝

大
学
２

久
幹
・
亜
紀

向
粟
崎
５

良
明
・
美
和

西
荒
屋

徹
・
尚
美

向
粟
崎
２

芳
寛
・
ゆ
か
り

大
学
１

正
人
・
由
紀

鶴
ヶ
丘
１

橋は
し

杏あ
ん

海み

吉
岡
よ
し
お
か

栞
し
お
り

曽
良
そ

ら

菜な

月つ
き

山
口
や
ま
ぐ
ち

萌も
え

四
十
あ

い

澤ざ
わ

里
紗
り

さ

中
嶋
な
か
し
ま

夏な
つ

海み

黒く
ろ

田だ

弘ひ
ろ

夢む

近
岡
ち
か
お
か

万ま

琳り
ん

谷
口
た
に
ぐ
ち

翔
し
ょ
う
香か

表
川
お
も
て
が
わ

哲て
つ

也や

杉
本
す
ぎ
も
と

姫ひ
め

夏か

悟
志
・
由
香
理

鶴
ヶ
丘
５

隆
・
泉
美

ア
カ
シ
ア
２

秀
則
・
初
美

向
粟
崎
５

穣
・
真
弓

鶴
ヶ
丘
４

正
一
・
和
美

鶴
ヶ
丘
５

達
哉
・
和
美

大
根
布
３

貴
泰
・
直
子

宮
坂

猛
・
明
子

大
根
布
１

修
・
和
代

鶴
ヶ
丘
４

貴
一
・
恵
美

向
粟
崎
１

喜
章
・
美
由
紀

鶴
ヶ
丘
１

戸
籍
の
窓
8
月
10
日
ま
で
の

届
出
分

山
本
や
ま
も
と

妙た
え

子こ

鶴
ヶ
丘
３

80
才

山
本
や
ま
も
と

八
重
や

え

西
荒
屋

83
才

脇わ
き

田た

リ
ノ
り

の

宮
坂

88
才

不ふ

動ど
う

田だ

迪み
ち

代よ

大
根
布
６

55
才

柴し
ば

田た

よ
し
乃の

鶴
ヶ
丘
４

96
才

松
本
ま
つ
も
と

貴た
か

志し

旭
ヶ
丘

21
才

松ま
つ

野の

肇
は
じ
め

大
根
布
２

45
才

近
藤
こ
ん
ど
う

滋
し
げ
る

緑
台
２

75
才

北
川
き
た
が
わ

初は
つ

井い

向
粟
崎
２

89
才

け
っ
こ
ん

し
ま
し
た

竹た
け

野の

幸ゆ
き

保や
す

向
粟
崎
２

田た

中な
か

悦え
つ

子こ

金
沢
市

北き
た

西に
し

悟
さ
と
る

千
鳥
台
２

吉よ
し

岡お
か

妃
都
美

ひ

と

み

金
沢
市

北き
た

井い

洋よ
う

一い
ち

旭
ヶ
丘

見み

谷た
に

裕ひ
ろ

代よ

小
松
市

宇う

野の

浩ひ
ろ

通ゆ
き

緑
台
１

堀ほ
り

井い

美み

香か

羽
咋
市

松ま
つ

本も
と

浩ひ
ろ

和か
ず

鶴
ヶ
丘
５

伊い

藤と
う

路み
ち

子こ

奈
良
県

（（（（（

９月の「はまなす大学」
日 時 ９月22日（金）13時30分～
場　所　文化会館３階視聴覚室

テーマ「高齢者の脳血管障害」

講　師　金沢医科大学老年病学
助教授 服部　英幸 氏

今月の納税
納期限　10月２日（月）

○国民健康保険税……第６期

町税の納税は便利な口座振替をお勧めします。
～手続きは簡単です～

納税通知書・預金通帳・預金口座使用印をお持ち
の上、下記の金融機関又は役場窓口でお申し込みく
ださい。
北國銀行･石川銀行･福井銀行･北陸銀行･金沢信用金庫･
興能信用金庫･石川かほく農業協同組合･郵便局

み
ん
な
の
広
場

○
越
田
義
弘
さ
ん
（
旭
ヶ
丘
）か
ら
福

祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
町
内
在
住
の
匿
名
の
方
（
63
歳
）
よ
り
福
祉
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

○
小
西
み
き
さ
ん
（
大
学
二
丁
目
）
か
ら
、

町
美
術
展
二
科
工
芸
の
部
に
入
賞
し

た
作
品
「
点
々
」
と
い
う
花
器
を
ご

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
庁
舎
内
に

設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
内
灘
町
）

○
「
世
界
の
凧
の
祭
典
実
行
委
員
会
」
か
ら

凧
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
収
益
金
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

善
意
の
花

善
意
の
花

善
意
の
花

善
意
の
花

善
意
の
花

善
意
の
花

善
意
の
花

善
意
の
花

善
意
の
花

善
意
の
花

善
意
の
花

善
意
の
花

善
意
の
花

善
意
の
花

善
意
の
花

善
意
の
花

善
意
の
花
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広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報係へ　☎286－6720

注意して�
ください！�

スプレー缶をそのままごみ収集に出すと�
大変危険です。必ず中身を使いきって、�
穴をあけて出してください。�
穴をあける時は、屋外で注意してあけて�
ください。�

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

1,661
460
425
825
1,174
764
1,639
1,061
714
1,583
530
412
341
431
540
255
67

12,882
16

1,733
545
457
898
1,171
782
1,699
1,116
750
1,595
507
671
348
463
550
294
66

13,645
△ 3

3,394
1,005
882
1,723
2,345
1,546
3,338
2,177
1,464
3,178
1,037
1,083
689
894
1,090
549
133

26,527
13

1,089
350
310
604
721
506
1,094
720
522
1,021
492
611
245
250
308
151
41

9,035
2

内灘町字別人口世帯数統計 平成12年7月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ケ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴 ケ 丘 東
鶴ケ丘4丁目
鶴ケ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区　分
人　　　　口

男 女 総 数
世帯数

向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

9月20日（水） 9月21日（木） 9月22日（金）

問い合わせ先　町民部町民生活課　☎286－6701

9～10月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住　　　所 T E L

ゴミ収集カレンダー
1.もえるゴミ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）

2.もえないゴミと資源物

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

西 荒 屋

室

湖　　　　　　　西

もえないゴミ（埋立ゴミ） 資源物（リサイクルできるもの）

9月

9

〃

〃

〃

8

〃

〃

〃

1

〃

〃

2

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

10月

14

〃

〃

〃

13

〃

〃

〃

6

〃

〃

7

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

10月

〃

〃

〃

20
19：00～20：00

20
19：30～20：30

19
19：00～20：00

19
20：00～21：00

19
19：00～20：00

19
18：00～19：00

27
6：30～7：30

26
19：00～20：00

22
8：00～9：00

27
8：00～9：00

27
19：00～20：00

27
18：30～19：30

27
19：00～20：00

27
18：00～19：00

27
18：00～19：00

27
11：00～12：00

9月

〃

〃

〃

15
19：00～20：00

15
19：30～20：30

21
19：00～20：00

21
20：00～21：00

21
19：00～20：00

21
18：00～19：00

29
6：30～7：30

28
19：00～20：00

24
8：00～9：00

29
8：00～9：00

29
19：00～20：00

29
18：30～19：30

29
19：00～20：00

29
19：00～20：00

29
18：00～19：00

29
11：00～12：00

◆
朝
晩
は
や
っ
と
涼
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
は

夏
バ
テ
し
て
ま
せ
ん
か
？
◆
う

つ
ら
う
つ
ら
眠
り
に
落
ち
る
耳

も
と
に
、
開
け
放
し
た
窓
か
ら

聞
こ
え
る
虫
の
音
が
う
る
さ
い

け
れ
ど
も
気
持
ち
よ
い
こ
の
頃

・・・・・・
。
都
会
に
暮
ら
し
て
い
て

は
味
わ
え
な
い
ゼ
イ
タ
ク
の
一

つ
で
す
ね
。
◆
九
月
十
五
日
は

敬
老
の
日
。
そ
の
日
だ
け
高
齢

者
を
敬
う
の
で
は
な
く
て
、
カ

レ
ン
ダ
ー
に
特
に
こ
の
日
を
定

め
な
く
て
も
普
段
か
ら
み
な
が

高
齢
者
を
敬

え
る
長
寿
社

会
を
目
指
し

た
い
も
の
で

す
。

9/10
（日）

9/15
（祝･金）

9/17
（日）

9/23
（祝･土）

9/24
（日）

10/1
（日）

10/8
（日）

10/9
（祝･月）

おおたクリニック（内･小） 津幡町太田は112 288-6000

二ツ屋病院（内） 高松町二ツ屋ソ72 281-0172

宇野気医院（内･小） 宇ノ気町宇野気チ33-6 283-0103

望月眼科医院 内灘町旭ケ丘142 239-1515

紺谷医院（内･小） 七塚町木津へ12-1 285-0020

さいとうクリニック（皮･形成）津幡町潟端371-1 288-4540

政岡医院（内･小） 内灘町鶴ケ丘4丁目1-265 286-1766

森田整形外科医院 津幡町清水チ319-1 288-4151

茶谷医院（内･小） 内灘町西荒屋53 286-8478

酒井医院（内･小･外） 津幡町加賀爪ホ30 289-2006

角田医院（内･小） 高松町高松ナ15-1 281-0012

たなべ眼科医院 津幡町北中条8-57-1 289-6340

浅野医院（内･小） 宇ノ気町宇野気リ135 283-0002

上島産婦人科医院（産婦･内） 津幡町清水ア25 289-2233

北谷クリニック（消･外･小･内）高松町高松ア1-1 281-8801

二宮内科医院（内･小） 津幡町潟端ト70-8 288-3188

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞などで確認してください。

今月の人権・行政相談
（秘密厳守・無料）

相隣関係、家庭、相続、登記、交通安全、
税金、郵便、電話業務、年金・保険、
消費生活、役所の窓口、公共施設、
公務サービスなど

ところ 内灘町働く婦人の家 ☎２３７－６４４０

と　き ９月22日（金）午後１時～４時


